
鉛直分解能が粗いモデルに適用したレベルー2のclosure　mode1 457

図によれば，陸地上の気温は夜に入って低下してはいる

が，その影響はごく下層（200～300m）にのみ限られて

いる．これは，地中温度および初期の気温分布の仮定に

もよるが，より根本的には鉛直成層が安定な場合の鉛直

拡散項の適用に問題があると考えられる．

　5．おわりに

　渦拡散係数を局所的な場の量だけから決める方法とし

て，計算が簡単なレベルー2のclosuてe　mode1（Mellor・

Yamada，前出）を選び，鉛直分解能が粗いモデルに適

用した場合の問題点を調べてみた．地表付近の鉛直成層

が安定の場合には問題があるが，不安定の場合には，こ

こでテストしたひモデル程度の粗い分解能でもほぼ妥

当な結果を与えているように思われる．ここに示した結

果は，水平の格子間隔数十kmの予報モデルに適用

するための予備調査として行なったものである．このよ

うな予報モデルに適用した場合の解析については，別に

報告したい．

　御討論いただいた電子計算室の方々および気象研究所

の時岡氏にお礼申し上げます．
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第20期第3回理事会議事録

日時昭和54年5月22日（火）17．30～19．00

場　所　竹橋会館

出席者　岸保，小平，内田，植村，奥田，神山，河村，

　　　　関根，新田，松本，増田，山下　各常任理事．

　　　　孫野，田中，清水，柳原，石川，中島，伊藤，

　　　　山元，沢田，坂上　各理事．

　　　　当舎　監事

議題1．総会準備について　（1）理事長あいさつ（案），

　　　　（2）昭和53年度事業経過報告，（3）昭和53年度決算

　　　　書，（4）昭和53年度監査報告，（5）山本賞（気象学

　　　　会の部）受賞者選定規定に関する件，（6）山本賞

　　　　の設定に伴い学会賞受賞者選定規定および藤原

　　　　賞（気象学会の部）受賞者選定規定を一部改正

1979年8月

　する件，（7）日本気象学会定款のうちの細則の一

　部改正の件，（8）昭和54年度事業計画（案），（9）昭

　和54年度予算書（案）　以上原案承認．

2．日本気象学会創立100周年記念事業について

　常任理事会で検討した次の計画（案）にっいて

　説明があった．（a）記念論文集の発刊（和文，

　英文），（b）日本気象学会史の出版．（c）記念式典．

　（d）記念講演会．（e）気象展覧会（気象測器展示

　会）．（f）できれば国際的な会議を開催したい．

　これらについて種々意見が交された．今後準備

　委員会を発足させて検討することとする．な

　お，　、天気”編集委員会で取り上げられた、天

　気”特別記念号（案）について内田常任理事か
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　ら説明があった．

3．賛助会員の勧誘について　各支部役員において

　この際積極的に会員増加に協力されるよう要請

　した．なお，各支部長あてにも依頼状とともに

　関係書類を送ることにした．

4．昭和55年当番支部について　関西支部に依頼す

　ることで了承された．

5．その他　（1）第5回リモートセソシソグシソポジ

　　ウム協賛の件　計測自動制御学会会長から，き

たる11月27，28日機械振興会館で行なわれる表

記の件について協賛依頼がきたので，さしつか

えない旨回答することを了承．（2）第6回レー

ザ・レーダ（ライダー）シソポジウム協賛の件

レーザ・レーダ研究会会長稲場文男氏から，き

たる11月8，9日伊東市で行なわれる表記の件

について協賛依頼がきたので，さしつかえない

旨回答することを了承．

承認事項　小高昇ほか42名の新入会員を承認．
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